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トヤマテーブル

日本橋とやま館では、食、工芸、ワークショップ
などもりだくさんのイベントを開催中！
ぜひ“富山”をたっぷり感じてください。

富山県はまるで「ダム」その
もの。立山連峰の雪、広大な
森林・水田、そして多目的ダ
ムが繋がり、四季を通じて
清らかな水を育んでいます。
急流が水を磨き、蛇口をひ
ねればいつでも美味しい水
が飲めます。自然と人の技術が支える、富山の水を紹介します。

立山からの雪解け水が流れ込む黒部
川の伏流水と、黒部川涌水群の地で栽
培された二条大麦から作られる「宇奈
月ビール」。今の季節にピッタリなスッ
キリ飲める黒部のクラフトビールです。
トヤマバーでは「ケルシュ」「アルト」「ぷれみあむ」の３銘
柄を用意しています。

バーラウンジ トヤマバー ショップフロア

交流スペース ※イベント最終日は18:00終了

となみブランド「となみ野りん
ご」の完熟した果実だけを丸ごと
搾ったストレートりんごジュー
スです。ほどよい酸味と完熟の
甘さ、りんごの旨みがギュッと詰
まった人気の商品です。

宇奈月ビール

水の王国 富山

富山県産完熟りんごジュース

900円～（税込）

180ml 480円（税込）

富山県の伝統工芸品から、「高岡銅器」
「井波彫刻」「高岡漆器」「庄川挽物木地」
の名品をご紹介。暮らしを彩る逸品
から、普段使いできる現代的なデザ
インの名品、さらには「関西・大阪万博」
で展示された工芸品など、富山の匠の
技に触れる貴重な展示販売会にぜひ
お越しください。

6/ 27　～7/ 31金 木

「一滴の水」も豊かな自然や風土、人々
の営みを巡って私たちのもとへやって
くる大切な恵みです。古くから水と共
に生きてきた射水市の暮らしをご紹
介。併せて射水市水道事業が製造する
「いいみず  いみず」を販売します。

いいみずいみず  水のおはなし展
7/ 4　～7/ 17金 木

6/ 27　～7/ 3金 木

現代に生きる富山の工芸
～隠れた名品展～

山々の雪解け水や、７大河川、天然の
湧き水に恵まれた富山は水の王国で
す。名水の中には現在でも生活用水
として使用されているものや、霊験あ
らたかと言われる霊水、源平の歴史伝説にまつわる湧水など訪れ
てみたくなる場所も数多くあります。暮らしにも旅にも欠かせない
富山の名水と水にまつわる観光地をご紹介します。

名水がつなぐ、富山の旅と暮らし
7/ 4　～7/ 17金 木



お気軽に
お立ち寄りください

観光交流サロン

伝統工芸をしつらえた上質な空
間で、コンシェルジュが富山県の
観光情報等をご案内いたします。

氷見うどんのサラダ仕立てとます寿司セット

和食レストラン 富山はま作

夏限定で好評をいただいてい
る冷たい氷見うどんをご用意い
たしました。野菜もたくさんと
れるヘルシーなサラダ仕立て
にしております。丸龍庵のます
寿司と一緒にご賞味ください。

提供中

交流スペース ※イベント最終日は18:00終了

館内スケジュール館内スケジュール
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とやまいいものフェア 7/ 18　～7/ 24金 木

1,880円（税込）

富山県内の特産品や地元で
愛されている品々、新しく開
発された商品など、富山の美
味しい味覚をご紹介します。
富山を感じていただける、魅
力いっぱいの品々をぜひご賞
味ください。
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すしのまちとやま

豊富な魚種が棲息し、「天然のいけす」と呼ばれる富山湾。富山市には、富山
湾で獲れた活きのいい魚を使用した寿司店や郷土料理として知られる「ます
寿し」を伝統の製法で作り続けてきた専門店が多数存在します。今回は、
そんな「すしのまち とやま」で食べられる寿司の魅力をご紹介。
７月26日（土）１日限定で、弁当販売やおすしガチャ（いずれも個数限定、
一部事前予約制）などのイベントを開催します。

7/ 25　～7/ 31金 木

※詳しくは、日本橋とやま館のHPをご参照ください。



日本橋とやま館

発行元：日本橋とやま館

電車でのアクセス

東京メトロ
銀座線・半蔵門線「三越前」駅：
B5出口より徒歩すぐ
銀座線・東西線「日本橋」駅：
B9出口より徒歩3分

都営地下鉄
浅草線「日本橋」駅：
B9出口より徒歩3分

JR
総武本線「新日本橋」駅より
徒歩8分
「東京」駅より
徒歩8分

facebook
＠toyamakan.jp

LINE
＠673mtbfq

Instagram
＠toyamakan

公式ホームページ

日本橋とやま館

公式ホームページ更新中！
さまざまな情報を発信しています。

〒103-0022 東京都中央区日本橋室町1-2-6
日本橋大栄ビル1階
ショップフロア（物販） 03-3516-3020
和食レストラン「富山はま作」 03-3516-3011
その他（イベント等） 03-6262-2723

営業時間

営業時間やイベント内容、商品の価格については変更と
なる場合があります。最新の情報については、日本橋と
やま館の公式ホームページ・SNS等でご確認願います。

ショップフロア 10:30～19:00
和食レストラン 11:30～14:30
 17:00～22:00（日・祝～21:00）
バーラウンジ 11:00～21:00
年中無休（年末年始、ビル施設点検日等を除く）

公式SNS

静かな水面に沈む巨木の根。その姿に、何千年も前の時間がそのまま
封じ込められているようでした。目の前にあるのはただの木ではなく、
過去と今をつなぐ“時間の化石”。喧騒から離れた場所で、自然の記憶
と出会える貴重な体験でした。
撮影：大木賢　撮影協力：魚津埋没林博物館

［ 表紙の紹介 ］ 

「埋没林」と「蜃気楼」、富山湾のふたつの不思議に出会える博物館で
す。水中展示館には、樹齢500年の埋没林を幻想的な姿で間近で見る
ことができ、乾燥展示館では、埋没林に直接触れて、悠久の記憶に思
いを馳せることができます。また、魚津市は蜃気楼スポットとして有名
で、その発生メカニズムや蜃気楼再現装置を体験できるコーナーが
あります。館内にあるカフェ「KININAL」や現存する日本最古の水族
館「魚津水族館」と合わせて周遊観光をしてみてはいかがでしょうか。

魚津埋没林博物館

水の王国に眠る
二千年の林と悠久の記憶

#01

環境省の「名水百選」に全国最多の8か所が選定されている水
の王国とやまでは、蛇口をひねればいつでもおいしい水が飲
めます。そのおいしさのワケは「３つのダム」にあります。豊富
な雪解け水を生み出す「雪のダム＝立山連峰」、雨水を貯え、浄
化する「緑のダム＝豊かな森林」、雨や河川の自然環境を調整
する人の技術が作った「水のダム＝多目的ダム」。このように県
全体が満々と水をたたえたダムそのものとなり、富山の清冽で
おいしい水を支えています。
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富山はまるでダムそのもの

水の王国に眠る
二千年の林と悠久の記憶
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